












































































の水域において標識放流されたサケ・マスの魚種組成をみると、カラフトマスが最も多く、シロ

ザケがそれに次ぎ、この 2魚種によって全体の 95.6％が占められた。日米加共同調在の一環とし

て、 1978年及び 1979年にこの水域で行なわれた標識調ti：の放流努力は、従来に増して、ベニサ

ケ及びギンザケに向けられた。

2. 1956年から 1978年までの期間に、この水域において標識放流されたサケ・マスからの沿岸再

捕結果は次の通りであった。

ベニザケ：西カムチャツカにおける再捕が 7尾と最も多く、次いで東カムチャツカにおける再

捕が 2尾得られた。

ムール河、オホーツク海北部、西カムチャツカ及び東カムチャツカである。

カラフ：マス：この水域に回遊するカラフトマスの地域起源は、北海道、サハリン・南干品、

オホーツク海北部、及び西カムチャツカが主要なものである。

ギンザケ：この水域内の西部 (170°E以西）において標識放流されたギンザケから、オホーツ

ク海北部沿岸再捕が 2尾得られた。また 6月にvV7糾4においてカムチャツカ河起源

の魚とプリストル湾ヌシャガク起源の魚が混交していることが示された。

8. 1956年から 1978年までの期間に、この水域において標識放流されたベニザケ及びギンザケか

らの洋上再捕結果は次の通りであった。

ベニザケ：洋上における再捕点は、放流点を中心として北東～北西の方向へ扇状に拡がったよ

うな分布をすることが多かった。 しかし、同一放流群からの再捕魚が多い場合には、

再捕位府の時間的変化をたどることによって魚群の移動を推論することができた。

1966年5月中旬のE7146における放流及び 1967年5月上旬のE6946 • E 6947に

おける放流の場合には、大部分の魚がはじめ北東方向へ移動し、その後方向転換を

して北西方向へ移動したらしいことがうかがわれた。

ギンザケ：洋上再捕された標識魚の大部分のものが、放流点から北西方向への移動を示した。
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